
可能なエネルギー政策について分析・提言する。

［主な成果］

・エネルギー需要部門の急速な技術進歩や少子高齢化の進展などの動向に基づき、2100年までのエネルギー

需給シナリオを作成し、増加する電力需要をどのようなエネルギー供給方式によって賄うかにより将来の

CO2排出量に大きな違いが生じることを明らかにした。

・首都圏および寒冷地において、ヒートポンプ給湯器と小型ガスエンジン・コージェネレーションシステムの技術・

経済条件について実測負荷データを用いて分析し、ヒートポンプ給湯器の方が安価になる条件を明らかにした。

2．システム技術研究所
系統解析・安定性評価

［目的］

電力系統の安定性、運用の透明性・経済性を確保するための系統解析技術の高度化、オンライン系統運用支

援技術の開発などを通じ、効率性と安定性を両立させた系統運用に寄与する系統基盤技術の維持・発展に資する。

［主な成果］

・瞬時電圧低下発生時の各測定地点の電圧低下分布データから、比較的良好な精度で故障点を標定できる手法

を開発した。

・オンライン安定性評価のために重要となる外部系統縮約について、シミュレーション波形分析と固有値解析

から、発電機の動揺モードについても精度よく再現できる縮約手法を開発した。

風力発電の系統影響評価

［目的］

風力発電の系統影響の的確な評価および軽減のために、風力発電の系統解析モデルの開発、気象面から見た

風力発電の出力変動の特徴抽出、出力平滑化用の蓄電池制御技術の開発を行う。

［主な成果］

・風力発電機の動特性解析用の原動機モデルの調査を行い、固定速機を対象とした解析モデルを試作した。

・気象モデルに統計的手法を組み合わせた風力発電予測において、モデル出力を時間スケール別に分けて補正

する方法を考案し、精度向上に有効であることを示した。

系統監視・制御ネットワーク

［目的］

広域の系統状態情報をオンラインできめ細かく収集し、平常時や事故時等に高速に制御を行える制御通信

ネットワークの基本技術を開発する。

［主な成果］

・設備の監視制御・保全用データの構成や伝送機能について、現状システムと同等の性能を持ち、運用・保守

コスト削減効果の高い、当研究所で開発した分散リアルタイムネットワークアーキテクチャ（DRNA）へ

の移行シナリオをとりまとめた。

・水平分散型やプラグアンドプレイ方式等の概念を適用した広域系統監視・高速制御ネットワークの概念設計

を行った。

通信基盤技術

［目的］

電力会社における電気設備の保全業務運営に必要な通信基盤技術を確保し、将来の電力用通信システムの制

御技術・伝搬特性解析技術を確立する。

［主な成果］

・変電所設備の状態情報を収集する無線センサネットワークを通信環境に応じて高信頼度に構築するため、分

散配置された無線センサ端末間の通信特性を自動測定するプログラムを作成した。

・無線基地局と制御局間の光ファイバネットワークについて、波長多重技術や波長制御技術を用いて、経済性

と大容量性の面で電気事業に有効なシステム構成方法を提案した。
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情報基盤技術

［目的］

IT機器と関連する各専門分野のノウハウを活用して、電気事業の信頼性の維持とコスト削減を図るための

情報基盤技術を確立する。

［主な成果］

・ギャロッピング発生時のように高速で不規則に動く送電線画像に対して、位置関係が変わらない特定の対象

物に着目した画像認識による、精度の高い送電線追跡手法を開発した。

・電気所内監視カメラを用いた移動物体の認識精度の向上に向けて、各種条件（天候、昼夜、移動物体等）が

異なる監視カメラ撮影映像を収集・解析し、認識精度評価用画像データベースを整備した。

3．原子力技術研究所
リスク情報評価

［目的］

リスク情報に基づいて軽水炉の設備保全・運用方法を改善し、保全計画の最適化に資する。

［主な成果］

・リスク情報活用に不可欠な共通原因故障について、事象の分析ならびに確率論的リスク評価に用いる共通原

因故障率推定の標準的な手法を開発し、非常用ディーゼル発電機などの国内トラブル事例に対する評価を行

い、今後の課題を抽出した。

・少数検査データにベイズ定理を適用し、機器の余寿命推定による検査時期の最適化、検査有効度評価等を行

うプログラムを開発した。

原子力基盤技術応用

［目的］

高い性能・信頼性を有する原子力分野の技術を他分野へ展開し、電気事業の技術基盤の高度化に資する。

［主な成果］

・軽水炉の燃料棒の親水性を高め、その除熱性能を向上させることを目的として酸化チタン表面の光電子分光

分析および昇温脱離分析を実施し、γ線や紫外線の照射により水酸基が化学吸着し親水性が高まることを、

初めて明らかにした。

・FeやCoなどの高融点金属材料に対しても、溶融金属と低温水とを連続的に混合させ、蒸気爆発を持続的に

発生させる超急冷・微粒化技術（CANOPUS）により、非晶質化が期待できることを見出した。

革新エネルギーシステムの技術概念構築と評価

［目的］

将来エネルギーシステムの実現に必要な開発技術要素を抽出し、その見通しや開発ロードマップを提言し、

開発目標を明確にする。

［主な成果］

・新しい統計手法（コンジョイント分析）による技術評価法を構築し、エネルギー技術に対する一般の人々の

感じる効用曲線の導出及びケーススタディを実施した。

・プラグインハイブリッド自動車（PHEV）導入を考慮した電力需要増・電源構成の進展の動的解析を実施し、

PHEV導入の効果を定量的に示した。

・高速点火型のレーザー核融合炉の技術概念を構築した。

燃料・炉心技術

［目的］

高燃焼度化MOX燃料のFPガス放出挙動、高Pu割合による核特性変化、燃料被覆管の脆化・破損機構等を

解明し、高燃焼度までの効率的な利用を支援する。

［主な成果］

・ハルデン試験炉を用いた照射試験により、軽水炉の高燃焼度燃料、MOX燃料などの照射挙動データ（燃料




